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評価結果に基づく現状分析
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改善計画
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※「項目」は、第三者評価における「さらなる改善が望まれる点」などを参照に、施設が独自に決めています。

※第三者評価（又は利用者に対する調査）の結果は、施設において公表しているほか、「とうきょう福祉ナビゲーション」によりインターネットでも閲覧できます。
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私たちの施設は、「福祉サービス第三者評価」を活用して、利用者サービス向上のために常

に努力しています。

「福祉サービス第三者評価」を踏まえたサービス改善計画・実施状況
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勤職員の

勤職員の勤職員の

勤職員の雇

雇雇

雇用など、

用など、用など、

用など、マ

ママ

マン

ンン

ンパワ

パワパワ

パワー

ーー

ー

の強化を

の強化をの強化を

の強化を図

図図

図りながら、

りながら、りながら、

りながら、先

先先

先に進め

に進めに進め

に進め

て行きたい。な

て行きたい。なて行きたい。な

て行きたい。なお

おお

お、

、、

、現

現現

現時

時時

時点

点点

点で1

で1で1

で1週

週週

週

間前

間前間前

間前の

のの

の製造製品

製造製品製造製品

製造製品の

のの

の冷凍保存

冷凍保存冷凍保存

冷凍保存に

にに

に品

品品

品

質

質質

質、安全

、安全、安全

、安全性

性性

性に

にに

に問題

問題問題

問題ない

ないない

ない製

製製

製法を

法を法を

法を開

開開

開

発

発発

発したので、

したので、したので、

したので、イベ

イベイベ

イベン

ンン

ント当

ト当ト当

ト当日、

日、日、

日、朝

朝朝

朝

早く

早く早く

早くからの

からのからの

からの製造

製造製造

製造をしな

をしなをしな

をしなく

くく

くとも

ともとも

とも済

済済

済

む

むむ

むようになったので、通

ようになったので、通ようになったので、通

ようになったので、通常

常常

常の支

の支の支

の支

援時

援時援時

援時間

間間

間での

でのでの

での製造

製造製造

製造が

がが

が可

可可

可能となっ

能となっ能となっ

能となっ

た。

た。た。

た。

※この様式は、「東京都民間社会福祉施設サービス推進費補助金交付要綱」等の規定に基づき、利用者の皆様にお知らせするためのものです。

項目項目

 


